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神奈川県の植物群落

2.カワラノギク群落

田中徳久

Norihisa Tanaka : Plant Community in Kanagawa Prefecture. 

2. Aster kantoensis Community 

SUMMARY: Phytosociological investigations of 

Aster kantoensis community were白汀iedout along 

the main stream of Sagamigawa River within 

Kanagawa Prefecture. The data were treated as 

Kummerovio-Asteretum kantoensis Miyawaki et 

Okuda 1972, and existing condition was recorded 

based on its component species. Further, with 

reported data along the Sagamigawa River, ecological 

significance of its under units was examined based 

on life-form spectrum, average number of species 

and di任erentialspecies thereof. The results of this 

study revealed that subassociation with Artemisia 

capillaris is a developed succession progress, as 

reported by Okuda (1978), and variant with B印刷JS

japonicum can be positioned as a spring phase of its 

seasonal succession. 

はじめに

近年，各種の開発行為により ，良好な自然環境が

失われ，日本各地でその保護・保全の必要性が訴え

られ，その現状の把握が今日的責務として言われて

いる。植物群落についての全国版レッドデータブッ

クは，現在印刷中のようであるが，植物種について

は3全国版のレッドデータブック（我が国における

保護上重要な植物種および植物群落の研究委員会

植物種分科会編，1989）に続き ，県や地方を調査範囲

としたレッドデータブックにより，さらに厳しい現

状が報告されつつある（神奈川県レッドデータ生物

調査団編，1995；レッドデータブック近畿研究会編

著，1995ほか）。

本研究では，神奈川県において，その植物群落を

保護・保全していくことが，とくに重要であると考

えられるものについてその現状を把握することを

1 

目的としてJ重組成からみた現状を記録・報告して
いる。本報では，前報のハコネコメツツジ群落に続

き2神奈川県の中央部を流れる相模川の河川敷に生

育するカワラノギクの群落について報告する。

カワラノギクは，関東・東海地方の河川の河川敷

に固有の種で，相模j，，や多摩川のほか y鬼怒川や安

倍川などで記録されている（我が国における保護上

重要な植物種および植物群落の研究委員会植物種

分科会編， 1989ほか）。その群落については ，

Miyawaki & Okuda(1972）により 3多摩川での植生

調査資料により，マルパヤハズソウーカワラノギク

群集として記載され，その後，奥田（1978）により多

摩川や相模）｜｜，鬼怒川｜から，大場（1985,1988）により

相模）｜｜から報告されている。また，最近では，多摩川

におけるカワラノギクに関する一連の保全生物学

的な研究が行われており（倉本ほか， 1992,1994；井

上編，1994などにサクラソウなどと並んで 3日本で

もっともよく研究されているレッドデータ植物の

一つである。

調査地概況

カワラノギクは 7神奈川県下では 3相模）｜｜本流と

その支流である中津川において採集された標本が

残されているが，酒匂川では採集されていない（神

奈川県植物誌調査会編，1988ほか）。相模川では，津

久井町（増田，私信），相模原市y座間市，海老名市y寒

川町の y中津川では y愛川町の産地が知られている

が，今回の調査では現存が石臨忍出来なかった産地も

多い。今回、カワラノギク群落の植物社会学的調査

を実施したのは、このうち相模原市内の2ヶ所の生

育地のものであるが，海老名市においてもその現存

を確認した。2ヶ所の生育地のうち、常盤のものは、

以前より標本等により確認されている産地とは異
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図1.調査地と神奈川県のカワラノギクの生育地位

置図．

企：今回の調査で植生調査を実施した地点，・：

今回の調査で現存が確認された地点，0：今回の調

査で現存が確認できなかった地点

なる 2比較的新しく形成されたと思われる生育地で

あり、下磯部のものは、相模川右岸に位置し、厚木

猿ケ島に隣接する生育地で、ある（図1）。カワラノギ

クは、神奈川県レッドデータ生物調査団編（1995）で

は、減少種として報告されている。

近年，相模）｜｜では，河川堤防や流路の整備が進み，

洪水等が起きにくくなっており，安定した河川敷が

維持され，乾燥や富栄養化が進行しているようであ

る。また，オフロードバイクや4WD自動車などが

河川敷に侵入し yその踏圧が 3植生に対して大きな

影響を与えている河川敷も見られる。さらに，最近

では，相模大堰に関連する問題も新聞紙上を賑わし

ており，河川敷をその生活の本拠としている植物に

とっては y厳しい状況がみられる。しかし，相模！｜｜を

中心とした植物群落については，大場（1985）ほかの

研究や，環境アセスメント関連等の報告（神奈川県

内広域水道企業団， 1995など）が散見される程度で

あり，多摩川に比べ yその調査・研究は遅れていると

言わざるを得なL)0 

調査方法

野外における植生調査は，Braun-Blanquet( 1964) 

2 

による植物社会学的手法に基づいて行い y調査区内

に出現した全植物について，全推定法による総合優

占度，群度を測定 y記録した（なお y今回の調査では、

蘇苔地衣類については取上げなかった）。また，各調

査区の海抜高，斜面方位，斜面傾斜などの立地条件

についても測定 y記録した。こうして野外で得られ

た植生調査資料を，パーソナルコンビュータによる

表操作プログラム（鈴木ほか， 1985を改変）を用い，

素表 F常在度表等に組替え y他地域より得られてい

る類似群落の資料と比較検討の上y群集表を作成し

（表 1) ＇他地域の資料とともに y総合常在度表を作

成した（表2）。また，相模J11より記録された既発表

資料と原調査資料について，宮脇ほか（1994）の記載

に従い 3下位単位ごとに生活形組成を算出した。な

お．生活形組成は y優占度階級をその被度百分率の

中央値に換算した値で重みづけした。その際J憂占
度（＋）は pこれを量的なものより ，質的なものとし

て取り扱うべきであるとする舘脇ほか（1956など）

の見解もあるが 1生活形組成自体が質的な測度であ

ることから、本報では 1%として計算した。

調査結果および考察

今回，相模J11において調査されたカワラノギク群

落は，これまでに報告されている資料と比較検討し

た結果，Miyawaki& Okuda(1972）により多摩川か

ら記載された，マルパヤハズソウーカワラノギク群

集にまとめられた。表 lに，今回の調査で得られた

植生調査資料より作成した群集表を y表 2に，

Miyawaki & Okuda (1972），奥田ほか（1976），宮脇ほ

か（1974）＇奥田（1978），大場（1985）および今回の原

調査資料より作成した総合常在度表を示した。な

お，大場（1988）により報告されているマルパヤハズ

ソウーカワラノギク群集の資料は 3カワラノギクの

出現頻度が少ないため除外した。また 1奥田ほか

(1976），宮脇ほか（1974）については，原著論文を特

定できなかったので，奥田（1978）より引用した。

マルパヤハズソウーカワラノギク群集の下位単

位については y奥田（1978）により，オオイヌタデ 3シ

ロザ，カワラアカザ Pアメリカセンダングサなどの

種群を区分種とするオオイヌタデ亜群集，特別な区

分種を持たない典型亜群集 3カワラヨモギ 3スナゴ

ケ yテリハノイバラなどの種群を区分種とするカワ

ラヨモギ亜群集の 3亜群集に区分され，さらに，典

型亜群集は yスズメノチャヒキーナギナタガヤ？ノミ

ノツヅリなどの種群を区分種とするスズメノチャ

ヒキ変群集と，特別な区分種を持たない典型変群集



写真1.相模原市常盤のカワラノギク群落（マルパヤハズソウ カワラノギク群集典型亜群集）

の2変群集に，カワラヨモギ亜群集はスズメノチャ

ヒキ，ナギナタガヤ，ノミノツヅリを区分F重とする
スズメノチャヒキ変群集，特別な区分種を持たない

典型変群集，カワラケツメイ，カラメドハギ pアキグ

ミなどの種群を区分種とするカワラケツメイ変群

集，コマツナギを区分種とするコマツナギ変群集の

4変群集に区分されている。今回，相模）I lにおいて

資料が得られた植生調査資料の下位区分について

は，常盤で得られたものは 3典型亜群集典型変群集

に含められ、下磯部で得られたものは 3カワラヨモ

ギ亜群集典型変群集に含められた（表 1.表2）。常

盤の植分は，前述のように，以前は記録がなかった

生育地のもので，相観的にも新しく整地されたよう

な印象を受ける河川敷のものである（写真 1）。ま

た、下磯部の植分は，その個体群の歴史の詳細につ

いては不明ではあるが以前から記録のあった生育

地で，水面からの比高3-Smの立地にある。この

生育地は 2『厚木の自然一身近な動植物－j（厚木市

教育研究所編，1985）などに写真が掲載されており y

その撮影当時が gカワラノギクを主体とする群落と

しての最盛期であったように推定される。

表2に示した資料のうち，相模）｜｜で得られた資料

について，図2に，下位単位ごとの生活形組成と平

均出現種数を示した。

典型亜群集とカワラノギク亜群集を，生活形組成

によって比較すると 2典型亜群集では， l年草，2年

草の割合が高くyカワラヨモギ亜群集では 3多年草 3
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つる植物，木本植物の割合が高い傾向がある。植物

群落の遷移については，数多くの議論が行われてお

り，さまざまな系列や，遷移の進行を把握するため

の指数が考案されているが 3草原は，放置しておけ

ば，基本的には森林へと遷移が進行し，l年草が減

少し，多年草や木本植物が増加すると考えられてい

る（沼田編，1977；田川，1973など）。ここでは，下位単

位ごとにその生活形組成を比較したが．典型亜群集

より，カワラヨモギ亜群集の方が 3遷移の進んだ植

分がまとめられたものであると言える。このこと

は，奥田（1978）が，カワラヨモギ亜群集を 3乾性立地

を占める，遷移の進んだ植分であるとしていること

と一致する。倉本ほか（1994）は 3カワラノギクの単

位個体群の発達と衰退を7つの段階に区分し，その

過程は約10年で起こると推定しており ，その衰退期

には，競争関係にある多年草の被度の増大などがみ

られるとしている。今回の相模！｜｜での資料の種組成

と生活形組成の比較や残されているさく葉標本の

産地の盛衰からみて 3相模J11においても y多摩川と

同様のメカニズムによるカワラノギク群落の移り

変わりがみられることが想像できる。なお，相模川

からは記録されていないが 3奥田（1978）によると 3

オオイヌタデ亜群集は，好窒素性草本植物で区分さ

れ 3群集内でもっとも富栄養な立地を占める。

また，典型亜群集とカワラノギク亜群集のスズメ

ノチャヒキ変群集と典型変群集を 2平均出現種数に

よって比較すると yスズメノチャヒキ変群集は，典
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図2.相模JIIにおけるマルパヤハズソウーカワラノ

ギク群集の下位単位ごとの生活形組成と平均出現

種数．

b：典型亜群集 Typicalsubass. i：スズメノチャ

ヒキ変群集 Variantwith Bromusjaponicum ii：典

型変群集 Typicalvariant 

c：カワラヨモギ亜群集 Subass.with Artemisia 

capillaris i：スズメノチャヒキ変群集 Variantwith 

Brom us japonicum U：典型変群集百rpicalvariant 

型変群集より，平均出現種数が多い傾向がある（図

2）。奥田（1978）は，変群集単位での下位単位の意味

づけには言及していないがスズメノチャヒキ変群

集として区分された資料は6月に，典型変群集の資

料は11月にそれぞれ得られたもので（調査月日が明

らかな資料のみ），その記録されている時季から，ス

ズメノチャヒキ変群集はマルパヤハズソウーカワ

ラノギク群集の春季相的な下位単位ではないかと

考えられる。なお，表2に示した多摩川で得られた

資料についても，同様の傾向がある。野外における

植生調査は，調査区内に出現する植物種を洩れなく

記録する。しかし，春季から夏季にかけての植生調

査においては，秋に最盛期を迎える植物も p幼植物

として記録されるが，秋季の植生調査においては，

春から夏にかけて最盛期を迎える植物は，枯死など

による消失のため記録されない可能性もあり ，との

ことが平均出現種数の相違に表われているとも考

えられる。また，スズメノチャヒキ変群集の区分種
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であるスズメノチャヒキ，ナギナタガヤ，ノミノツ

ヅリなどは，春から夏に花期を迎える種群であるこ

とからも，スズメノチャヒキ変群集が 3マルバヤハ

ズソウーカワラノギク群集の春季相的な下位単位

であることが推察される。

ところで，河川敷における植生の動態について

は，遷移の各ステージにつながるものもあるが，相

互に関係の希薄な植物群落も多く，洪水から洪水ま

でを時間単位として変動していると言われる（石川

'1991など）。本報では，区分された下位単位を，遷移

の一つのステージや季節相として，その生態学的意

義づけを推論したが，それぞれを河川敷における植

物群落の変動のー断面として捉らえることも可能

であると思われる。

おわりに

相模川のカワラノギク群落の今後についても，ハ

コネコメツツジ群落の場合と同様，決して楽観でき

るものではなLE。河川管理上の河川敷の安定，オフ

ロードバイクや4WD自動車，相模大堰など 2その

問題点は数多い。さらに，倉本ほか（1992,1994）によ

る多摩川の群落のデータと比べると，相模川の群落

は，その単位群落あたりにおいても，地域個体群，メ

タ個体群においても規模が小さLLその一方，海老

名市等においては，カワラノギクの増殖を図りつつ

あるなどの話も閣く。この増殖の際のさまざまな問

題点はおいておくとし，現状の把握は急務であり ，

そのモニタリングも重要である。この研究がその一

助となれば幸いである。ただし，カワラノギク群落

だけでなく，その生育環境としての，河川敷の自然

全体の保全が必要であることは言うまでもない。

本報告をまとめるにあたり，常に暖かい御指導・

御鞭提を頂いている横浜国立大学教育学部の遠山

三樹夫教授と ，有益な御助言を頂いた神奈川県立生

命の星・地球博物館の高橋秀男，勝山輝男の両氏に

深甚なる感謝の意を表する。また，貴重な文献資料

を御恵与頂いた高知大学理学部の石川慣悟助教授

と東京都環境保全局の倉本宣氏，カワラノギクの生

育地について御教示頂いた海老名市在住の河又猛

氏と九州大学理学部の増田理子氏に感謝の意を表

する。

摘要

相模川本流のカワラノギク群落の植物社会学的

な調査を行い，マルパヤズソウ カワラノギク群集

として，その種組成からみた現状を記録した。また，



既発表資料とあわせ，下位単位ごとに，生活形組成，

平均出現種数，区分種により，その生態学的意義に

ついて検討した。その結果，カワラヨモギ亜群集は，

奥田（1978）と同様に 3遷移が進んだ植分がまとめら

れたものであることが示され，スズメ ノチャヒキ変

群集は，本群集の春季相として位置づけるのが適当

であると推論した。
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表 1.マルバヤハズソウーカワラノギク群集 Kummerovio-Asteretumkantoensis Miyawaki et Okuda 1972群集表．

b：典型亜群集 Typical subass. 
c：カワラヨモギ亜群集 Subass. with Artemisia capillaris 

群落医分 b c Community type 
j回し帯号 2 3 5 6 7 8 I 0 11 Releve reference numl〕巴1・
調査昨号 SA SA SA SA SA SA SA SA SA SA SA Original releve number 

22 23 24 5 7 8 13 14 25 27 
調査｛j：月日 ’94 '94 ’94 ’93 ’93 '93 '93 '94 ’94 ' 94 ' 94 Releve date 

11 11 11 11 11 11 11 10 10 11 11 
4 2 2 2 30 30 9 

調査商積 Cmつ 4 25 9 16 9 Quad rat size ( mつ
海抜高 （m) 60 60 60 25 25 25 25 25 25 30 30 Altitude (m) 
傾斜 （。） L L L L Inclination （。）
革本！日の高さ（cm) 60 70 40 30 70 50 70 80 60 50 60 Height of Herb layer (cm) 
革本！凶の1也被率（%） 30 40 40 50 40 50 60 60 70 40 70 Cover of Herb layer (%) 
出現種数 7 10 6 8 10 8 11 10 8 5 Number of Species 

°' 

cu n
 

cu

白
U

1

c

 

c

d

c

d

 

n

e

切

υ

e

L

U

3

g

 

s
一
O

U

怯
E

T
－－
d

p

f

 

’A一

ρし

司
、

S
一

n
一
v
d

1

・

’

寸，

s一

u一

e

r

？
u

・J

月

u一

一

－

rAau

・

↓
H川

’b
一

r
一
r

・1

V

1

守
h

Hu一

戸
レ
一

気

u

n

d

’

Hμ

1

5

一

h
一
v

m

S

＋

s

v

z

cu
－

－

E

e

G

a

y

－

釘

じ

E

f

－

－
一

a

・d
E

S

－－
JF
，
S

日

a
一
o
一

L

H

e

a

r

－

a

u

r
／

n

↓寸

一

一
円
b

一

PU

戸

u
n

b

n

d

n

U

A

U

ハ
し
＋

L
、
，
pv

ci
一

s
一

1
干
土

a

c

－－

m

s

v
・l
a

－－

1

日二
I
n

－－

o
一

e
一

r

o
一s
t

a

s

u

－－

s

t

a

l

n

o
i
－－

－

一
i
一

日
一
p

i

l

n

a

c

s

s

o

a

c

o

o

n

f

h

l

eu
－s
c
一a
14
S
一e
r

u

e

＋

L
・1
s
一

n
n
u
r
－

－

Q
u
p
w
yト
L
C

叩

巴一
i

e
一n
l
e
一c
a

s

p
－a
a

n
e
一

e

e

b
n

a

n

a

e
ド

4

・1
一S
E

a

－－
一n
σ
b
・1
・1
w

e
－－－
一

n
，d
m
・1
c

・
0

7

J

J

O
R

っ
a

C
一n
s
一i
p

c
一1
r
，d
t
a
n
g
c
一a
I
n
a
c

－－

P

P

ド，

3
1
1

e
一巴

一a
a

e
一r
a
－－

s
E
u
r
e
－s
s

a

a

n

s

a

S

／

X
1
1
4／

31

O

E

O
－
一r
c

E

p

m

r

a

c

－－

2

0

c

m

l

・
0

・1
e

、
，
e
l
，

i

n

s
一t
a
一u

s
－

－1
a

m

V

5

7
1
5

5

U

D

・D
－s
r

F

m

J

・
t

↑

n

i
一h
a

一a
s

v
・l

a

a

－－
u

i

a

s

a

i

a

e

う

U
1
1
8
n

区
切
目
’
日
出
町
一U
H
a
仰

t
白
m
m一P
出
問
吋
町

e
J
U
．m
t
ダ
R
タ

・

白

川

目一

r
旦

w
m
d一
m
M
H
町
山
吋
出
．
巴

m
m
u
叩
出

m
u
m
－m
は
ワ
シ
イ

m

h

i

目
印
主
臼
何
日
一同
叩
U
川
町
叩
引
回
k
m
d
m
m
m
m戸
時
同
吋
ア
ギ
：
；
1

日

国
h

山口
一h
K
M一K
M
h
h
h
k
k
回
引

h
h
u
h
h
μ
U
し
川
町
カ
シ

7
＋
に

M

C
一

D
一

C
一

C
一

タ

ギ

仏

凶

わ

川

F
l
n
a
A’
z

a
 

q
一パυ
・
一

・
・
・
・
・
・
・

寸
サ
・
・
・
・
・

・
・
・

ゎ
Ez－
－
叶
ラ
刊

の

L

一つ’
u
－

ふ』

1

l

a

寸

－

n
L
e
守
ノ

円
、け

41

・
pu
r
d

2

一

2
－

3

3

2

2

2

s

十

加

カ

札

・

一－－
－

－
－
－

－
－
－
－
－
－

－－

－
－
－
－

－
－

e
l
a
－－

W

1
1

一
1
J

ワ

ム

ワ

μ
1
1
1
1

・1
A
C

－
－
－
－

o
a
1
o
n
U

し
仇

一
一

n
＋

t
n
o
b
－－

0

0
／
臼

－

qペ
υη
〆

u－

n／し】

S
A
a
nノ’M
n

／

ω

白
し

nU9U

中

Ea

－
－
－
－
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ρし

v
σ
b
nv
十EL

1
1

－1i
9u
一

ワム

q

U

4

1

1

1

c

e

a

n

0

・
止凡

nHCd

’J
9
u
n
H
n
4
U
向
刻

n

E

1

・
j

2

一3

一

2

2

2

3

2

2

u

a

p

’
3
川

h

－

一・・
一

・
・
・
・
・
・
・
・
・

41

・
・
・
・
・
・
・

e

r

r

JI

－－

11

一ηJ

－
41
よ

l

T1

9

L

2

1

9

u

干

A
a
e

コ

a
寸川

e

v

C
こ

a

t

I

、

－

－

r

1

〈

c

a

k

η
J

－n
J

M

au
－

ワ

む

ワ

＆

ワ

μ
？
“
9－

a

n

ノ・
1
h
u

’1

．．．．．．

．．．．．．．

．．．．．．． 
，
e
i

o

「
d

o

b
u

n4U

－ワ’
M

－
ヨ
υ

1

A

9

’u1
a
1
a

』

T

V

司

1
1
u
J
1
4
n
H
E
I
nHH

一

一

k
h
ラ
オ
i

a

キ

サ

一寸

・
一

4
4
・
・
＋
サ

・

パu
・・

・
・
・
・
・

4
・

閃
札
ズ
ラ

m
H
i

－

－2

－

2
＋

＋

2

1

n
m
カ
へ
問
問

ト

－
市
A

何
ζ

口’
i

n

u
戸
いV

n
4
u
n
y
u
n
r“
n

y

u

n

4

U

A

ソ臼

n

y

u

n

H

ノ

’
nHHU

一

一

・
・
・
・
・
・

・
・
・

e

a

t
＋
y

P

O

O
L

－つん
1
1

4h
1

1

0

ム
よ

1

4e

C

v

ノ
・
H

n

n
u
g
u
a
u
pし
AVY

、

1

・
c
s
－ノ

C

9
h

瓦
O

一つ’
M

ワμ
ワ’
u

q

d

C

E

d

－－

e

y

C

・
一

．．
 
一
－
－

tT

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

n
6
1
n
H
A凡ノノ

n

口

L

ワ’
u

I

A

t

－
－1
q

d

nH
引

v
・
0

「

lI
L

－－

o
nド

A

・

r

r
y
n
a
J’会

1
1
C

パu

．．
 

・
・
・
・
・
・
・
叶
J
u

－
－
・

4
・
・
・
・

ω
ぺ
；
］
ネ
l

d

ワ

ん

の

d
＋

l↑

C
I－－
T
S
L
Y
－

r

。ノ

e斗
1

0

4
e
ム

t

y

n
’
c

q

J

？

“

。

乙

円

L

q

υ

O

L

ワ’
u

s

－－
s
・1
ノ
ノ

V

・

・

・

・

・

・

41

・
・
・
・
・
・
・
・

IT

－
－
－
－

e

J

n

m

・’

c

？

ω

1

＋
＋

q
U
4
1
4
1

・1
y
、
e

E

9

－

ー

c
J
v
a
Q
υ

・
e

e

、r
r

十

r
・1

ワ

ム

ワ

u

n

d

ワルワム

P
ノ
a
h
H

・

hu

－

－

－

－

－
－－

aT

・
41

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

5
7
l
pa
o
a
r
l
s

’IA

lT

nL

唱

la
lT

E「

m川

n
H
r
A
H
H
一

1

l

u
ノ

o

a

a

・十
L
J
，．，
z
I
n
r

nHηtU
凸
し
守
コ
円
ノ
＆

£la

Hunu

o

S

E

－
－

I
L
H
 

ナ

種

U
H山
山
ル

＋

H

M

m

ウ

ズ

1

ラ

出

n
h
ツ
白
川
川
伊

ラ

ソ

ナ

サ

サ

の

グ

M
L
ド
’

m
a
l
匂

ク
重
一
バ
ギ
重
一

コ
サ
ズ
ナ
イ
グ
ラ
ウ
グ
種
属
ギ
ム
重
い
つ
づ
け
白
川
間
町
’

T
ギ
泣
イ
モ
リ
ベ
一

ハ

グ

ハ

ガ

ハ

ン

ズ

ソ

イ

1

ヤ
モ
〈
事
l

4
4

＋
北
日
じ
同

盟
ノ
組
ノ
ヨ

M
一

ハ
ロ
ヤ
ニ
ギ
ン
ダ
カ
タ
ヨ
の
ガ
ヨ

L
Y
M
m
ス
白
川
－
フ
恥
川

監
ラ
位
ハ
ラ
凶
ギ
ラ
コ
パ
ラ
ハ
グ
重
ン
キ
ソ
リ
ツ
科
メ
コ
フ

1
臼
仁
川
山
パ

t
．川

魁
ワ
担
リ
ワ
似
一モ
ワ
ノ
ル
ワ
ド
メ
位
セ
ス
ク
ア
マ
ネ
パ
ズ
ト
オ
引
U

・
仰
出
イ
山
い
川

監
ヵ
3
テ
カ
凶
一ヨ
カ
エ
マ
カ
メ
マ
む
コ
ス
へ
ケ
コ
イ
シ
ス
オ
オ
問
叫

m
m
mノ
M
U
U州

事

宣

司

・

L

V
刊
－

u
u

引
川



表 2. マルパヤハズソウ カワラノギク群集 Kummerovio-Asteretumkantoensis Miyawaki et Okuda 1972総合協γE度表．

a：オオイヌタデリEt洋W: Subass. with Persicaria lapathifolia b：典型!IE群集 Typicalsubass. i: スズメノチャヒキ変群集 Variant with Bromus japo『Iicum i i：典型変群集 Typical variant 
c: カワラヨモギ ~El洋集 Subass. with Artemisia cap ii laris i：スズメノチャヒキ変群集 Variant with Bromus japonicum ii：典型変清一集 Typical variant iii ．カワラケツメイ変鮮集 Variant 
with Cassia mimosoides var. nomane vi. コマツナギ変群集 Variant with lndigofera pseudo-tinctoria 
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調査区数
平均ill現稀数

1洋~標徴経
カワラノギク v (1-3) 1 (!) 
亜税集区分極 ーー－ . 
オオイヌタデ : IV（十一I):
シロザ : v ( t) : 
カワラアカザ 川II（トI):
アメ リカセンダンクサ ：Ill(_tこむ；

カワラヨモギ ・ 1 （十）
スナゴケ
テリノ、ノイノ〈ラ

変群集区分極
スズメノチャヒキ
ナギナタガヤ
ノミノツヅリ

カワラケツメイ
カラメドノ、ギ
アキグミ

コマツナギ
上級単位の種
エノコロクサ
ムラサキエノコロ
カタノ〈エノコロ
メマツヨイグサ
マルノ、ヤハスソウ
ヨモギ
アキノノゲシ
メドノ、ギ
マメクンパイナズナ
カワラノv、コ
カワラニガナ
オオニシキソウ
イヌドクサ
ツルマメ
オヤフ’ジラミ
オオマツヨイグサ

随伴種
コセンダングサ
ススキ
ヒメムカ シヨモギ
ブタクサ

ギンゴケ
ツjレヨシ
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= 4_ （＋ ~ 2) : I ndigofera pseudo-tinctoria 
Character soecies of higher uni ts 

[J （ ト I) ・• Setaria viridis 
2 Cl 2) 4 ( 1-2) Setaria viridis f. m1sera 

Setaria viridis f. japonica 
Oe『1otherabiennis 
Kummerowia stipulacea 
Artemisia princeps 
Lactuca indica var. laciniata 
Lespedeza cuneata 
Lepidium virginicum 
Anapha I is marga ri tacea var. yedoens1s 
lxeris tamagawaensis 

2 （十） Euphorbia maculata 
Equisetum 1amosissimum var. japon1cum 
Glycine soja 
Tori I is scabra 
Oenothera erythrosepala 
Comoanion soecies 

4 ( tーI) Bi dens pi losa 
3 （トI) Miscanthus sinens1s 
Erigeron canadensis 
Ambrosia elatior 

4 ( t-1) Bryum argenteum 
1 ( +) Phragmi tes ja卯 n1ca

10 
3 
13. 0 

12 
3 
14.3 

11 
1 
l 7. 3 

13 
3 
6. 3 

1 ( t) l〔I)

Cassia mimosoides var. nomane 
Lespedeza juncea 
Elaeagnus umbel la ta 

調査年月日 Relcvcdate of group no. I 1967. 9. 25 .. 1967. 10. 16. & 1967. 10. 23.; no. 2: 1970. 6. 28.; no. 3: 1971. 6. 14.; no. 4: 1967. 10. IG. & 1969. 9. 23.; no. 5: 1974. 7. 25 & 1974、8.25. : 
no. 6, I 0. 13：不明 Unknown；「10目 7・1994.l l. 4.; no. 8: 1971. 8. 26. & 1974. 6. 8.: no. 9: 1971. 6. 14., no. 11 1967. 10.16. & 1967. 10. 23.; no. 12・1974.8. 25. & 1¥174. l 1.20.; 
n口.14 1993. I I. 2 .. 1994. 10. 30. & 1994. I I. 9.; no. 15・1974.10. 7.; no. 16・1967.I 0. 23. 
調査地 Relevelocation of group no. 1 2, 4 5, 8, 11-12, 16：東京都多摩川 theTamagawa River, Tokyo metr.; no. 3, 6-7, 9-10. 13 14 神奈川県相撲川 theSagamigawa River, Kanagawa pref. , 
no. 15：栃木県鬼悠川 theKinugawa River, Tochigi Pref. 

既発表資料名 Literature日fgroup no. I. t 11. 16: Miyawaki島（〕kuda(1972) : no. 2, 15：奥Fn（〕kuda( 1978) : no. 3. 9: P；脇ほか Mivawakiet al. (1974) ; 
no. 5, 12: 奥Illほか Okudaet al. (1976) ; no. 6, 10, 13：大場 Ohba(1985) ; no. 7, 14: IJ；！制資資料 Origin川； no. 8: 奥111Okuda (J 978 l・奥Illほか Okudaet al. (1976) 
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